
 

 

 

 

 

 

 

 

 

あらすじ                             
銀蔵は，町の人たちにお金を貸しては高い利子をつけてもうけている高利貸しです。取り立ての厳しさか

ら「鬼の銀蔵」と呼ばれていた銀蔵ですが，ある日，大事な借金の証文綴りを，一匹のカラスに奪われてし

まいます。「あれがなくては借金の取り立てができない」と銀蔵は慌てますが，町の人々は大喜び。意気消

沈した銀蔵のところに，今度は「証文綴りが欲しければ，地蔵堂の賽銭箱に二十両入れろ」と，不思議な手

紙が舞い込みます。それを信じて二十両を入れた銀蔵ですが，証文綴りが返るわけもなく，かえって二十両

を失うしまつ。今度も町の人々は，「南無地蔵大菩薩」と喝采します。 

さて，生活が苦しくなった銀蔵は，ついに食べ物を求めて町の人々の家をまわるようになりました。する

とどうでしょう。借金をしていた人たちは，証文綴りがないのに，「お天道様が見てござる」と言って，

銀蔵に借金を返し始めたのです。驚いたのは銀蔵です。銀蔵は，腕を組んで考え続けました。やがてポンと

膝を打ってこういうのです。「そうか，お天道様か」と銀蔵は気付くのであった。 

                                  
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

「         」って何のことだろうか？ 
 ・心の中の仏 ・自分が悪い事をしないようにという言い聞かせ ・いつも見守ってくれている神様  

・罪悪感  ・世間の目  ・周りの人  ・神様  ・人々の心の中にある思い込みや自分へのしばり 

 ・良いことも悪いことも見てくれている存在  ・いつもみんなを見ている人 
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村人たちは証文つづりが無くなったのに、 

どうして銀蔵にお金を返したのだろう？ 

 

もし、自分が村人なら、

銀蔵にお金を 

返すだろうか? 

法律の規定に触れさえしなければ何をやってもよいという思想ほど、 

社会に迷惑をかけるものはない。  （吉野作造） 

 



 

みんなの感想 
・悪い行いも、良い行いも自分に返ってきて、銀蔵は高い利子つけたから貧しい生活になったと思

う。お天道様はわからないけどいつもみんなを見て、良い行いをした人はいいことを、悪い行い

をする人には悪い事をする人だと思った。その後、銀蔵はずるいことをすることはなくなったと

思います。（Ｏくん） 

・銀蔵はこの後タイトルにもあるように「仏の銀蔵」となってみんなと仲良く暮らしてると思う。 

やっぱり悪いことをしていると全部、最終的には自分に返ってくると思ったから、自分も、自分

の行動とかには、気をつけたいと思った。（Ｕさん） 

・自分はなるべく善い行いを徹底してするようにしていて、いつかその行いで周りの人たちや自分

が幸せになれるといいなと思いました。（Ａくん） 

・やっぱり悪いことをしたら自分に返ってくると思いました。でも、銀蔵も悪いけど人々も借金が

あるのに、「この前返した」とか「いくら借りたかな？」とかウソをついて、逃れようとしたの

も全てお天道様に見られていると思いました。銀蔵は反省して人々のためにお金を使うのではな

いかなと思いました。（Ⅰさん） 

・みんな銀蔵を恨んでいて仕返しの感覚でいろいろと言っていたけど、良心に目覚めてダメだと思

ったからお金を返したと思った。（Ａくん） 

・悪いことや自分にしか利益のない行動をとったら、最終的にその人は信頼されなくなって周りに

人が近づかなくなると思う。お天道様は何かはわからなかったけど、自分で悪い部分に気付ける

人が信頼される人になると思った。（Ｋくん） 

・授業の最初は「お天道様」とは何だろうと思いました。だけど、みんなの意見を聞いて「お天道

様」は“自分の中”にいるのかなと思いました。これからも人にやさしくすることと決まりを守

っていきたいです。（Ｙさん） 

・どんな行いをしたとしても全部神様に見られているだなと思いました。自分の今している行動を

改めて見直すことは重要だと思いました。（Ｋさん） 

・誰かが見ていなくても、自分は見ているから、自分が少しでもダメだと思ったことはしないよう

に銀蔵や村人は生きようと思った。（Ｍさん） 

・お天道様のことが頭にあって、村人は悪い事だと思い銀蔵に返したんだと思う。銀蔵は高い利子

は付けてるけど、契約したのは村人なので、悪くないと思いました。（Ｋくん） 

・村人はその後、借金ができてもしっかり返して、また、銀蔵は自分の悪かった所を考え直して自

分の生き方（お店をはじめるなど）を見つけると思いました。お天道様は自分の心の中にある人

だと思いました。（Ｈさん） 

・結局は誰にだって良心はあると銀蔵さんも気付いていると思うので、これからはそれを踏まえて

生きていくだろうし、自分もそうしたい。（Ｋくん） 

・自分自身のお天道様に気付いた村人や銀蔵は隠しごとのない自分自身にもウソをつかない。きれ

いな心で生きていこうと思ったと思いました。絶対ウソをついていても誰かが見ているし、自分

がそれを一番よく分かっていると思いました。（Ｈさん） 

・運のためにスリッパをそろえるとかもお天道様が見ているんじゃないかなと思った。良いことを

すれば良いことが返ってきて、悪いことをすれば悪いことが返ってくるということが分かった。 

（Ｓさん） 

・自分なら借金を返さないけど、返す人の話を聞いたら心揺れるなって思った。（Ｋさん） 


